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研究成果の概要（和文）：本研究は、初等・中等教育の普遍化が進展する一方で、種々の国内格差が生起してい
る現実において、その普遍化と格差の構造を解明することを目的とした。アフリカおよびアジア諸国を中心に、
人びとのリアリティを把握するため、質的調査を中心に行った。主な研究成果は、個々のフィールド研究の成果
に加え、特に国際比較から格差を多面的に捉えなおしたこと、新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大を通し
て、格差に関わる問題をあらためて浮き彫りにしたことである。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to explore the reality and structure of 
disparities and inequalities while universalization of primary and secondary education has 
progressed. We principally did qualitative research to grasp the realities of people involved in 
education in African and Asian countries. Main research results are, in addition to those of 
individual field studies, the reconsideration of disparities/inequalities from multiple perspectives
 particularly based on international comparisons and the investigation of the issues involved in 
disparities/inequalities through the global pandemic of COVID-19.

研究分野：比較国際教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、「途上国」「先進国」あるいは「日本」というような、各国の経済レベルにより対象国を分類
し、教育を俯瞰するのではなく、共通の課題として、各国で起こっている格差の実態や格差の是正、縮減に向け
ての取り組みについて、当事者性をもって理解しようと試みている点である。フィールドデータを駆使し、就学
率に代表される量的な教育指標だけに着目することの問題点を明らかにした。SDGsゴール4にある「包摂的かつ
公正で質の高い教育」とは、何であるのかを問い直している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 2000 年以降、世界の不就学児童数（初等教育）は大幅に減少しているが（例えば、1999 年 1
億 503万人から 2010年 6068万人）、近年は逆に増加する傾向にあった（2015年 6136万人）。こ
れは、当初は教育を供給する側の対応（学校数を増やすなど）が効果を表すが、その後は需要側
の子どもを持つ家庭の問題、あるいは社会全体の問題などが複雑に関わってくることから、就学
が容易に促進されないためである。子どもを学校へ送らない、送れない理由は、実に様々である。 
 このような量的拡大が注目されてきた背景には、2000年に国連で合意され 2015年を目標達成
年とした「ミレニアム開発目標（MDGs）」がある。その第 2目標（全 8目標）が（先進国はすで
に達成している）初等教育の普遍化であった。この目標には、明示的に教育の質についての記述
はない。その後継である「持続可能な開発目標（SDGs）」は、2030 年を達成年とし、第 4 目標
（全 17目標）として、「すべての人々に包摂的かつ公正で質の高い教育を提供し、生涯学習の機
会を促進する」ことが掲げられている。同目標の第 1ターゲットとして、「適切かつ効果的な学
習成果をもたらす、無償かつ公正で質の高い初等・中等教育の普遍化を達成すること」が設定さ
れたのは特徴的である。SDGsにおいては、中等教育が含まれたことに加え、その質の高さが求
められ、MDGsのような量的な普遍化だけが目標ではない。 
 しかし、SDGsにある「質の高い教育」を一つ取っても、何をもって質であるのかは判然とし
ない。特にアフリカ諸国では、成果が見えやすい量的な拡大が最優先され、教育の質に対する改
善が後回しになってきた。普遍化を達成しつつあるように数値上見えるところに落とし穴があ
る。また、国別の教育指標だけを見ていては、国内の重大な格差に気づきにくい。 
 この教育格差の問題は、伝統的には男女間や地域間（都市と農村）、家庭の経済状況であり、
教育の普遍化が進展すれば自然と格差は解消するという期待もあった。しかし、普遍化が進めば
進むほど、質的な面を考慮すれば、格差は包み隠されながら、拡大している可能性がある。就学
している子どもの間に、受けることができる教育の質に大きな格差がある。ヨーロッパでは、格
差の背後には社会階層があり、労働者層の文化があるとも言われている。 
 低所得国に分類されるアフリカやアジア諸国は、教育を普及・改善させるため、援助機関の支
援を受けることが少なくない。そのような外部の機関による教育部門の現状分析は、経済学や社
会学を中心とした専門家（教育学者が関わっていないことが大半）により行われることが多い。
これは量的拡大を優先する時代においてはよかったが、格差の是正や質的改善を検討するには、
従来の量的分析を中心とした調査方法だけでは限界がある。それに対して、本研究においては、
比較教育や教育開発を専門とするフィールド研究者が集まることにより、質的データを中心と
した事例研究法により、教育の質を捉えなおし、格差の実態をより正確に把握し、その背後にあ
る社会構造を解明しようとした。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、初等・中等教育の普遍化が進展する一方で、種々の国内格差が生起している現実
において、その普遍化と格差の構造を解明することを全体目的とした。普遍化が進行する中で、
覆い隠される格差に特に注目する。初等教育および中等教育の両者を同時に対象とすることで、
例えば初等教育での隠れた格差が中等教育で顕在化するなど、あらたに明らかになることも少
なくないはずである。 
このようなことを踏まえ、以下の三つの研究目的を設定し、段階的に実行した。 
① 教育の普遍化が進展するなかでの格差の類型化と社会構造の把握 
② 教育格差を是正するための政策・実践例の抽出と成功要因・課題・発展性の分析 
③ 政策的示唆・含意、実践上の課題の整理、および公正で質の高い教育提供モデルの検討 
 
３．研究の方法 
 この目的を達成するため、本研究では、従来の対象国の国際比較研究にはない、次のような 2
つの点を意識しながら取り組んだ。第 1に、日本やフランスなどをフィールドにする研究分担者
の参画により、長らくこのような格差の是正に取り組んできた先進国の研究蓄積と実践経験を
活用した。しかし、これは一方的に「先進国」から学ぶのではなく、双方向的な研究交流でもあ
る。第 2に、人類学研究者の参加により、学際的な視点を強化すると共に、フィールドワークの
手法を補完、強化することであった。 
このように研究組織を意識的に編成することにより、学術的な独自性と創造性を高め、ユニー
クな研究成果が生成された。例えば、学力と社会関係資本、文化資本、経済資本の関係などは、
先進国で定説となっている事項がアフリカなどの社会では、より複雑で異なった働きをしてい
た。さらに、このような手法を取り入れることにより、途上国と先進国という、対象国の違い（総
所得による）により積極的に関わる機会のなかった研究者間での交流が促進され、双方に対する
波及効果もあった。 
 研究対象国（12 か国）については、普遍化が進展する一方で、その格差が顕在化しつつある
アフリカ諸国（8か国：エチオピア、ウガンダ、ケニア、マラウイ、ザンビア、南アフリカ、マ



ダガスカル、ブルキナファソ）を中心とし、その対照としてアジア諸国（4か国：インド、バン
グラデシュ、タイ、インドネシア）を選定した。対象国の基本情報を比較すると、経済規模や貧
困層の人口割合は様々であるが、初等教育は一様に普遍化に近づいている。初等教育の総就学率
は 100％を超える国が大半であるが（学齢期外の子どもの就学が多い場合、その数値は 100％を
超える）、アフリカ諸国の中等教育総就学率は南アフリカを除けば低位にある。格差という点で
は、ジニ係数で計測される所得分配の不平等さは、南アフリカが世界で最悪レベルであることに
加え、概してアフリカ諸国は高い。貧困層の人口割合が大きいのは、アフリカ諸国（南アフリカ
を除く）である。この国レベルのマクロ指標がどのように学校教育に影響を与えているのか、マ
クロとミクロ（フィールドデータ）をつなげることで、全体像が浮かび上がらすこともできた。 
 しかしながら、2020 年 3 月から始まった新型コロナウイルス感染症の拡大により、海外渡航
は厳しく制限され、特に 2020年度および 2021年度は、計画どおりの海外調査はできなかった。
そのため、各研究分担者が過去に収集していたデータやオンラインなどの間接的な方法により、
補足データを収集し、所期の研究成果が得られるよう工夫した。 
 
４．研究成果 
 研究成果については、下記に示すように、研究分担者の協力も得ながら、研究期間において中
間的あるいはトピックごとに集大成する形で成果を取りまとめてきた。このような学会誌での
特集企画（1.～5.）に加えて、個々の研究において随時成果を発表してきた。その中でも、全体
の研究成果をまとめる形で出版したものが、下記の書籍（6.）『SDGs時代にみる教育の普遍化と
格差―各国の事例研究と国際比較から読み解く』（全 18章＋序章・終章）である。 
この出版の目的は、多様な社会、様々な教育の発展段階において、教育と格差をめぐって、い
かなる課題があるのか、それぞれの執筆者が得意とするテーマと研究の方法で、あぶり出すこと
である。困難な状況にある一人ひとりのリアリティを把握するため、アフリカおよびアジアでの
フィールド研究を中心としているが（第Ⅰ部および第Ⅱ部）、国際比較から格差を多面的に捉えな
おすことを試みた章もある（第Ⅲ部）。さらに、新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大は、
格差に関わる大きな問題を浮き彫りにしており、コロナ禍の教育と格差に特化した章も設けた
（第Ⅳ部）。 
本書の特徴は、本研究開始の前提でもある「途上国」「先進国」あるいは「日本」というよう
な、各国の総所得（経済レベル）により分類し俯瞰するのでではなく、共通の課題として、それ
ぞれの国で起こっている格差の実態や格差の是正、縮減に向けての取り組みについて、当事者性
をもって理解しようとした。したがって、日本や他の先進国を扱った章も含まれる。本書の各章
は、人々の生活感を共有しながら、フィールドデータを駆使して、教育の普遍化へ向けた、ある
いは達成した中での格差の実態を立体的に描き出したつもりである。各章の対象（者）は異なる
かもしれないが、そのような表面的な差異の下には、通底する重要な事象が横たわっていると思
う。就学率に代表される教育指標は、様々な格差を覆い隠す。 
 本書は、アフリカやアジア地域を中心としながらも、これらの地域に限定せず、教育が既に普
遍化しているヨーロッパや日本などの国々の知見も組み込みながら、格差がいかにして発生す
るのか、各国でどのように是正が試みられているのかなどを検討してきた。このような 18章が
本書に収録されたことで、どのような成果が得られたかについて、以下の 3 点に分けて提示す
る。 
 
(1) 国家間の格差 
 まず、コロナ禍という世界共通の災厄は、各国間にある違いを浮き彫りにし、その格差の状況
について端的に示した事例となっただろう。本書でコロナ禍を一部または中心的に扱っている
のは、第Ⅳ部のケニア、ウガンダ、マダガスカル、日本、フランスの事例であり、そのほかに、
部分的にカンボジアでも触れられている。それぞれの国の事例では、焦点を当てている教育段階
や分析対象が異なるため、単純な比較にはならないものの、やはり国家間の政策の違いや ICT環
境をはじめとする社会インフラの違いについては明確に浮かび上がってきた。 
 国ごとに学校閉鎖の期間が異なり、現段階ではいずれの国でも暫定的な結果しか読み取るこ
とはできないものの、学校閉鎖による学力格差への影響もかなり異なることが分かる。本書から
いえることは、コロナという有事が起こった際に、平時の政府がどこまで個別のニーズに対応で
きているかがかなり強く影響しているということであろう。 
 
(2)「格差」の多義性 
 次に、そもそも「格差」をどのように捉えるかについて、本書の章によって、あるいは扱う国
によっても異なりうることが明らかになった。まず本書の最初（第１章）に問いかけるのは、
MDGsや SDGsなどの国際開発目標のアジェンダに掲げられる重要課題としての「教育」は、西
欧で発展してきた公教育という制度を前提としていることである。確かに「就学率」は、国が定
めた体系的知識を学習する「学校」へ行っているかどうかにおいて算出され、宗教的枠組みのな
かで独自に実施される伝道や地域で年長者から知恵を伝達されることは、教育行為や学習が行
われているとしても、当然ながら「就学率」には表れてこず公式には「教育」として浮かび上が
ってこない。 
そこで、西アフリカ地域におけるイスラーム教育の役割について詳細に論じ、その教育機関と



しての意義を提唱している。すなわち、学校へ行けているかどうか、あるいは学校で規定される
学力を獲得しているかどうかを基準に「格差」が認識されているが、そもそもこの基準は妥当な
のかという問いかけである。格差に関わる諸概念の受け取られ方や、政策への反映のされ方につ
いては、国際社会での定義だけでなく、各国・各社会での文脈に沿った理解が不可欠ということ
がいえそうである。 
 
(3)「格差」是正の方法論的課題 
 最後に「格差」是正に向けてみえてきた政策課題についてまとめる。(1)で確認したように、コ
ロナ禍において学校が閉鎖されたことが格差の拡大を促したのか、それともそれほどの影響が
出なかったのかについては、未だ議論が続けられている。しかし、これまでの教育の普及が必ず
しも格差縮減に至っていないことは、バングラデシュ（第 6章）農村の事例から示されている。
20年に及ぶ縦断的調査から、20年前に下位階層にあった人びとは、教育普及後も、教育歴を活
用した形での職業選択はあまり出来ていないことを明らかにした。つまり、教育の普及は、格差
の縮減に機能している状況とはいえないと結論づけている。さらに、タイ（第 8章）において多
様な能力に応じた多様な教育機会の拡充が進められているものの、一部のエリート層を伸ばす
ための教育と、困難な状況にある子どもたちを包摂しようとする教育政策とが併存しており、格
差の縮小は見込めないとしている。 
 これまで比較の対象とすることのなかった日本の事例（第 9章）が指摘するように、「公教育
は、身分社会のくびきから人々が自由になり、自らの思い描く未来の夢や希望を実現するべく成
立したものである。決して階層再生産の道具や社会的不平等の温床に成り下がってしまっては
ならない」。しかしながら、日本ではペアレントクラシー化が顕著になりつつあり、本書で扱う
アフリカやアジア地域でもその傾向が進んでいることは否めないだろう。 
 新自由主義の道も公正原理の道も、いずれも課題と困難が付随していることは、本書に収録さ
れたこれらの章から明らかになっている。格差の是正とは、それほどに複雑で、解決を導くこと、
そして何をもって「解決」とみなすかの合意を得ることが難しいことが分かる。本書から示せる
ことは、それでも各国でどのような政策がいかなり理念のもとで展開されているか、そして、そ
れらの政策が、現場でどのように受け入れられているのかということである。 
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Determinants of access to learning opportunities among primary school-aged children amid the COVID-19 pandemic: Evidence
from Uganda

The role of low-cost private secondary schools in rural Kenya under the ‘Free Secondary Education Policy'
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Ogawa, Miku

 ３．学会等名
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67th Annual Meeting of the Comparative and International Education Society (Online)（国際学会）
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本比較教育学会第58回大会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Kawaguchi Jun, Kuroda Kazuo

牧貴愛

Nozomi Sakata, Masayasu Sakaguchi, Asami Shimoda, Takayoshi Maki

Takayoshi Maki

 ３．学会等名

The 29th Japan Society for Africa Educational Research Conference

国際タイ学会第14回大会（京都大学、オンライン）（国際学会）
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Diffusion of inclusive education concept as a norm of educational policy in developing countries: A Case of Malawi

タイにおける「教育イノベーション地区」に関する予備的考察

National Agenda for ICT in Education: A Comparative Analysis between South Africa and Japan

State Involvement in TeacherEducation in Thailand: A Japanese Thai education researchers’ perspective
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日本教育学会第81回大会

アフリカ教育学会第29回大会 公開特別セッション

67th Annual Meeting of the Comparative and International Education Society (Online)（国際学会）

アフリカ教育学会第26回大会（帝京大学、オンライン）

利根川佳子、川口純,、大塲麻代

Yoshiko Tonegawa

澤村信英
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 ２．発表標題

牧 貴愛、下田 旭美、塚脇 涼太

 ４．発表年

 ４．発表年
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エチオピアとマラウイーインクルーシブ教育受容と課題ー

Local Response to the International Agenda: The Case of Inclusive Education for Children with Hearing Impairment in Ethiopia

ケニア・ナイロビのスラムにおける無認可低学費私立学校の運営―自律的な発展と外部者の支援―
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アフリカ教育学会第28回大会（兵庫教育大学、オンライン）

アフリカ教育学会第28回大会（兵庫教育大学、オンライン）
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羅方舟

澤村信英
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澤村信英

日本アフリカ学会第57回学術大会（広島市立大学、オンライン）

Comparative Education Society of Asia (CESA) 12th Biennial Conference (Online via Hopin, Kathmandu University)（国際学会）
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中国におけるザンビア人留学生の教育から職業への移行―国境を超える高等教育の役割に着目して―

ケニアのスラムにおける無認可低学費私立学校の運営―厳しい環境の中で教員として働くモチベーションに着目して―
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Fangzhou LUO
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International Education Development Forum 2021（国際学会）
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Student mobility from Africa to China: motivations and experience of degree students at Xiamen University
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国際開発学会第32回全国大会

日本比較教育学会・研究発表会2021（オンライン）

27th Japan Society for Africa Educational Research Conference, Osaka University (Virtual)

58th Japan Association for African Studies Annual Conference, Hiroshima City University (Virtual)

羅方舟

Andriariniaina, Fanantenana Rianasoa
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中国におけるアフリカ人留学生の進路選択とキャリア計画―浙江師範大学の学位取得型学生を事例に―

School to Work Transition in the Rural Area of Madagascar: Comparing Students’ Aspirations and Parents’ Perspectives

School to Work Transition in the Rural Area of Madagascar: Confronting Children’s Aspirations with Parental Decisions
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第62回アジア教育研究会、京都大学（オンライン）
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ファナンテナナ　リアナスア　アンドリアリニアイナ

Andriariniaina, Fanantenana Rianasoa

Andriariniaina, Fanantenana Rianasoa

Andriariniaina, Fanantenana Rianasoa

22nd Japan Society for International Development Spring Conference, Bunkyo University (Virtual)

12th Biennial Conference of Comparative Education Society of Asia, Kathmandu University (Virtual)（国際学会）
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マダガスカル農村部における学校から仕事への移行―子どもの職業志望と親の影響に着目して―

School to Work Transition in Rural Madagascar: Exploring Parents’ Influence on Children’s Aspirations

School to Work Transition in Rural Madagascar: Investigating Parents’ Contribution to Children’s Career Plans

Understanding Decision Making in School to Work Transition in Rural Madagascar: A Focus on Children’s Aspirations and
Parents’ Views
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27th Japanese Society for Africa Educational Research (Virtual)

65th Comparative and International Education Society Conference (Virtual)（国際学会）

Rasolonaivo, Andriamanasina Rojoniaina

Rasolonaivo, Andriamanasina Rojoniaina
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58th Japan Association for African Studies Annual Conference, Hiroshima University (Virtual)
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Locating Global Citizenship Education in the Context of Madagascar: Drawing from Rural School Stakeholders’ Views

Locating Global Citizenship Education in the Context of Madagascar: Drawing from Rural School Stakeholders’ views: School
Practices and Students’ Perceptions in Rural Madagascar

School Stakeholders’ Perspectives on Citizenship Education in Rural Madagascar: Situating Global Citizenship Education in
the Local Context

Exploring the Place of Global Citizenship Education in the Local Context of Madagascar: From the Views and Practices of
Rural School Stakeholders
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12th Biennial Conference of Comparative Education Society of Asia, Kathmandu University (Virtual)（国際学会）

日本比較教育学会第57回大会（筑波大学）

日本子ども社会学会第 27 回大会（Web サイトにおける発表資料の掲載と質疑応答）
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小原優貴、門松愛
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Global Citizenship Education and Local Practices in Rural Madagascar

ヨーロッパの教育政策にみる早期離学と進路保障―学校から離れる若者、多様な学び方と教育訓練の場―（ラウンドテーブル ）

南アジアにおける保育の質向上の動向―インドとバングラデシュの事例から－
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Exploring the Implementation of Global Citizenship Education in the Local Context of Madagascar: From the Perspectives of
Rural School Stakeholders
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澤村信英・小川未空・日下部達哉・坂上勝基・坂口真康・清水貴夫・牧貴愛

牧貴愛

Maki, Takayoshi

Sakaguchi, Masayasu

日本比較教育学会第57回大会（筑波大学）

12th Biennial Conference of Comparative Education Society of Asia, Kathmandu University (Virtual)（国際学会）
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 １．発表者名
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SDGs時代の教育普遍化と格差

タイにおける教師教育者の人事制度 ―公募文書を手がかりとして―

Potential Challenges of Rural Teacher Education in Thailand

Exploring the Concepts of “Equality,” “Equity” and “Disparity”  　at School Education in the Republic of South Africa:
A Case Study of Optionally Selected Grade 12 Life Orientation Textbooks
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日本比較教育学会第57回大会（筑波大学・オンライン）

66th annual conference of the Comparative and International Education Society, Minneapolis（国際学会）

坂上勝基

Sakaue, Katsuki

Sakaue, Katsuki

Ogawa, Miku

65th annual conference of the Comparative and International Education Society, Seattle（国際学会）

65th annual conference of the Comparative and International Education Society, Seattle（国際学会）
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途上国における難民を包摂する初等教育政策下の児童の学力の決定要因―ウガンダ北部を事例として―

Determinants of access to learning opportunities among primary school-aged children amid the COVID-19 pandemic: Evidence
from Uganda

How does inclusion of refugee children into public schools affect children’s reading and math skills? Evidence from West
Nile, Uganda

Accessing higher education from low quality secondary school in rural Kenya
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Oxford Education Research Symposium（国際学会）

日本比較教育学会 第57回大会（筑波大学・オンライン）

国際ボランティア学会第21回大会（沖縄キリスト教学院大学）

第3回筑波大学インクルーシブ教育研究会

利根川佳子

澤村信英

利根川佳子
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ミャンマーにおけるインクルーシブ教育ー視覚障害のある子どもの 中等教育を事例に

ケニアのスラムにおける無認可私立学校の運営―住民の自助と国際援助の相克―

エチオピアにおけるインクルーシブ教育ーアディスアベバ市における障害児の初等教育
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Contextualization of Inclusive Education: Education for Children with Visual Impairment in Yangon, Myanmar
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国際開発学会第20回春季大会（陸前高田グローバルキャンパス）

2019 UKFIET: UK Forum for International Education and Training, University of Oxford（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Ohba, Asayo

大塲麻代

大塲麻代

大塲麻代

第55回日本比較教育学会（東京外国語大学）ラウンドテーブル「発展途上国における教育の普遍化と格差」

第55回日本比較教育学会（東京外国語大学）

 ４．発表年
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 １．発表者名
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What are the implications of Kenya’s curriculum reform for unrecognised primary schools in urban slums?

ケニアの小学生における教授用言語と日常の言語

ケニアにおけるカリキュラム改革とスラムの学校対応―ナイロビのマザレを事例に―

ケニアの小学校における新カリキュラム導入とスラムの学校対応―ナイロビのマザレを事例に―
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Japan Society for Africa Educational Research, 24th Conference, Miyazaki Central Public Hall/ University of Miyazaki

国際開発学会・人間の安全保障学会2019共催大会（東京大学駒場キャンパス）

Ohba, Asayo

大塲麻代

Ogawa, Miku

小川未空

55th Japan Comparative Education Society, Tokyo University of Foreign Studies

第55回日本比較教育学会（東京外国語大学）ラウンドテーブル「発展途上国における教育の普遍化と格差」
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 １．発表者名

 １．発表者名
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Why do pupils in upper grades transfer from private to public school in the urban slums of Kenya?

ケニアのスラムにおける無認可学校増加の背景

The role of private schools in rural Kenya: under ‘truly’ free secondary education policy

ケニア農村部における中等学校の普及と格差
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Japan Society for Africa Educational Research, 24th Conference, Miyazaki Central Public Hall/ University of Miyazaki

国際開発学会・人間の安全保障学会2019共催大会（東京大学駒場キャンパス）

第55回日本比較教育学会（東京外国語大学）ラウンドテーブル「これからのアジアアフリカ教員政策の話をしよう」

第55回日本比較教育学会（東京外国語大学）
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無償化政策下における低学費私立校の役割―ケニア農村部の中等学校を事例に―

インドの教員を捉える視点ーこれまでの研究と今後の展望

教育投資効果の格差―バングラデシュにおける二つの村の比較から
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Extension of the period of ‘Timepass’ with the perspective of various social change
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Japan Society for International Development, 20th Spring Conference, Rikuzentakata Global Campus, Iwate

第58回アジア教育研究会（神戸大学）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Andriariniaina, Fanantenana Rianasoa

Kusakabe, Tatsuya and Kgadi Mathabase

牧貴愛

Andriariniaina, Fanantenana Rianasoa  and  Nobuhide Sawamura
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Exploring children’s readiness for school to work transition in the rural area of Madagascar

Empowerment of Township Students in South Africa through the Learning Improvement Project: Toward Learning improvement for
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タイの基礎教育における格差是正措置

School to work in the rural area of Madagascar: upper secondary school children’s aspiration in perspective of the new
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School-to-work transition in the low-income areas of Madagascar: between the community, the household and the individual

Preparing school to work transition in Malagasy low-income areas: between personal aspirations and household initiatives
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